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２ 年 生 音 楽 科 鑑 賞 「 小 フ ー ガ ト 短 調 」 教 P． ２ ６ ～ ２ ９

２ 年 組 番 名 前

（ ） に あ て は ま る 言 葉 を 書 き ま し ょ う 。

○ 作 曲 者 に つ い て

こ の 曲 の 作 曲 者 （ １ ） は （ ２ ） 時 代 の 作 曲 家 で 、 ド イ ツ の （ ３ ） で 生 ま れ ま し た 。

音 楽 家 を 生 み 出 し て い る （ ４ ） の 家 系 で 、 最 初 は 兄 か ら （ ５ ） を 習 い ま し た 。

そ の 後 、（ ６ ） や （ ７ ） の 演 奏 家 と し て 活 躍 す る 一 方 、（ ８ ） と し て も 膨 大 な 数 の 作 品 を

残 し ま し た 。

雑 学 ： バ ッ ハ の 、 ひ い ひ い お じ い さ ん の 職 業 は 何 だ っ た で し ょ う ～

① 靴 や さ ん ② パ ン 屋 さ ん ③ 楽 器 の 修 理 屋 さ ん 番

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

○ 楽 曲 に つ い て

こ の 曲 は （ ９ ） と い う 形 式 で 、「 小 フ ー ガ ト 短 調 」 は 、（ １ ０ ） の た め に 書 か れ た

小 品 で 印 象 的 な （ １ １ ） や 、 豊 か な 響 き で 広 く 親 し ま れ て い ま す 。 曲 は （ １ ２ ） の 部 分 で

構 成 さ れ 、（ １ ３ ） が い ろ い ろ な （ １ ４ ） で 現 れ ま す 。

豆 知 識 ： J.S バ ッ ハ は 何 と 呼 ば れ て い た で し ょ う ～

① 音 楽 の 巨 匠 ② 音 楽 の 母 ③ 音 楽 の 父 番

９ 10 11

12 13 14



- 2 -

○ 楽 器 に つ い て

パ イ プ オ ル ガ ン は 、 大 小 さ ま ざ ま な （ １ ５ ） に （ １ ６ ） を 送 っ て 音 を 出 す （ １ ７ ） で

パ イ プ は 、流 れ 込 む 空 気 で（ １ ８ ）を 起 こ す（ １ ９ ）の あ る も の（ リ コ ー ダ ー と 同 じ 原 理 ）

と 、（ ２ ０ ） が 内 部 に 組 み 込 ま れ て い る も の が あ り ま す 。

演 奏 す る 祭 に は 、 ま ず （ ２ １ ） を 操 作 し て 出 し た い 音 色 の パ イ プ 群 を 選 択 し ま す 。

そ し て 、（ ２ ２ ） や （ ２ ３ ） を 弾 く と 弁 が 開 き 、 出 し た い 音 の 高 さ の パ イ プ に 空 気 が 流 れ

て 発 音 し ま す 。

雑 学 ： 群 馬 県 内 に パ イ プ オ ル ガ ン が 設 置 さ れ て い る 小 学 校 が あ り ま す 。

ど こ の 小 学 校 で し ょ う か ～

① 共 愛 学 園 小 学 校

② 群 馬 大 学 教 育 学 部 附 属 小 学 校

③ 群 馬 国 際 ア カ デ ミ ー 番
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○ バ ッ ハ の 肖 像 画 を 描 き ま し ょ う 。

振 り 返 り

画 伯 作


